
令和３年度　島根県学力調査結果及び分析（松江市立第一中学校）

(１)学力調査結果から見られた成果と課題（○：成果　●：課題）

(２）生活意識調査から見られた成果と課題（○：成果　●：課題）

（３）意識調査（教育委員会として注目している項目のうち、全国学力・学習状況調査と同様の質問項目を挙げています）

【受検者数】 1年生 254名 2年生 274名

１
年
国
語

〇全国平均とほぼ同程度で、おおむね良好である。
〇説明文や文学的な文章の読み取りと、情報の扱い方に
関する事項は平均値を上回っている。
●文章を書くことに関しては、平均値を大きく下回っており、
課題がある。

２
年
国
語

○全国平均とほぼ同程度で、おおむね良好である。
○説明文や文学的な文章の読み取りは正答率が高い。
●読み取ったことをもとに、自分の考えを書くことに課題が
ある。
●問題に粘り強く取り組むことに課題がある。

１
年
数
学

○全国平均とほぼ同程度で、おおむね良好である。
〇１次方程式（比例式で表すことの問題）は正答率が高い。
●文字式の減法と表し方の理解に課題がある。
●比例・反比例の座標、式で表すこと、グラフを書くことに課題が
ある。

２
年
数
学

○全国平均とほぼ同程度で、おおむね良好である。
〇図形領域は正答率が高い。
●「式の計算」に課題がある。

※欠席等により調査によって受検者数が異なる場合は、
最少の受検者数をもって表示。

１
年
英
語

○全国平均とほぼ同程度で、おおむね良好である。
〇単語の並びかえによる英作文の問題は正答率が高い。
●場面に応じて書く力が不足している。
●英作文で表現する力が不足している。

２
年
英
語

〇全国平均とほぼ同程度で、おおむね良好である。
〇語彙の知識・理解は正答率が高い。
〇場面に応じて書く英作文も正答率が高い。
●リスニングと語形・語法の知識・理解に課題がある。

１
年

〇基本的な生活習慣が身についている生徒が多い。
〇本や新聞を読んでいる生徒の割合が高い。
●地域の行事に参加したり、図書館を利用する生徒が少な
い。
●ICTを使った授業について、生徒が使う回数を増やすこと
に課題がある。

２
年

○基本的な生活習慣が身についている生徒が多い。
○「自分には良いところがある」「友達から認められている」
の割合が高く、良好な関係を築いている生徒が多い。
●自ら進んで、計画的に学習を進めることに課題がある。
●「話し合う活動を通して、自分の考えを深めたり、広げた
りする」活動を増やしていく必要がある。
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